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　2015年のスリランカは大統領選挙で幕を開けた。 2 期 9 年にわたったマヒン
ダ・ラージャパクサ政権は倒れた。新しく就任したマイトリパーラ・シリセーナ
大統領は統一国民党（UNP）のラニル・ウィクレマシンハ党首を首相に指名した。
6 月には第19次憲法改正を行い，大統領権限を縮減した。 8 月の国会議員総選挙
では，統一人民自由連合（UPFA）内でラージャパクサ勢力の盛り返しがみられた










国 内 政 治
大統領選挙結果―ラージャパクサの 3選を阻止しシリセーナが勝利








































表 1　2015年 1 月大統領選挙， 8月総選挙県別結果
州 県
大統領選挙 総選挙
立候補者 得票率（％） 政党 得票率（％） 選挙区議席数1）
西部
コロンボ
ラージャパクサ 43.40 UNP 53.00 11
シリセーナ 55.93 UPFA 39.21 7
JVP 6.73 1
ガンパハ
ラージャパクサ 49.49 UNP 47.13 9
シリセーナ 49.83 UPFA 44.92 8
JVP 7.18 1
カルタラ
ラージャパクサ 52.65 UPFA 48.56 5
シリセーナ 46.46 UNP 44.47 4
JVP 5.52 1
中央
キャンディ ラージャパクサ 44.23 UNP 55.57 7シリセーナ 54.56 UPFA 38.98 5
マータレー ラージャパクサ 51.41 UNP 49.84 3シリセーナ 47.22 UPFA 45.54 2
ヌワラエリア ラージャパクサ 34.06 UNP 59.01 5シリセーナ 63.88 UPFA 37.98 3
南部
ゴール ラージャパクサ 55.64 UPFA 50.07 6シリセーナ 43.37 UNP 42.48 4
マータラ ラージャパクサ 57.81 UPFA 52.44 5シリセーナ 41.24 UNP 39.08 3
ハンバントタ
ラージャパクサ 63.02 UPFA 53.84 4
シリセーナ 35.93 UNP 35.65 2
JVP 9.98 1
北部 ジャフナ
ラージャパクサ 21.85 TNA 69.12 5
シリセーナ 74.42 EPDP 10.07 1
UNP 6.67 1
ヴァヴニヤ
ラージャパクサ 19.07 TNA 54.55 4




ラージャパクサ 16.22 TNA 53.25 3




ラージャパクサ 33.82 UNP 46.30 4
シリセーナ 65.22 UPFA 27.39 2
TNA 13.92 1
トリンコマリー
ラージャパクサ 26.67 UNP 46.36 2
シリセーナ 71.84 TNA 25.44 1
UPFA 21.32 1
北西部
クルネーガラ ラージャパクサ 53.46 UPFA 49.26 8シリセーナ 45.76 UNP 45.85 7
プッタラム ラージャパクサ 48.97 UNP 50.40 5シリセーナ 50.04 UPFA 42.83 3
北中部
アヌラーダプラ ラージャパクサ 53.59 UPFA 48.35 5シリセーナ 45.44 UNP 44.82 4
ポロンナルワ ラージャパクサ 41.27 UNP 50.26 3シリセーナ 57.80 UPFA 43.63 2
ウヴァ
バドゥッラ ラージャパクサ 49.15 UNP 54.76 5シリセーナ 49.21 UPFA 37.97 3
モナラーガラ ラージャパクサ 61.45 UPFA 52.53 3シリセーナ 37.45 UNP 41.97 2
サバラ　ガムワ ラトナプラ ラージャパクサ 55.74 UPFA 51.19 6シリセーナ 43.01 UNP 44.94 5
ケーガッラ ラージャパクサ 55.74 UNP 49.52 5シリセーナ 43.01 UPFA 45.47 4全国
ラージャパクサ 47.58 UNP 45.66 106（93,13）
シリセーナ 51.28 UPFA 42.38 95（83,12）
得票数　 TNA 4.62 16（14,2）
北 ･ 東部 ラージャパクサ 323,600 JVP 4.87 6（4,2）シリセーナ 978,111 SLMC 0.40 1（1,0）
北 ･ 東部以外 ラージャパクサ 5,444,490 EPDP 0.30 1（1,0）シリセーナ 5,239,051
（注）　 大統領選挙では野党統一候補が多数を獲得した県，総選挙では UNP（UNFGG）が多数を獲得した県を網掛け。
1 ） 政党別全得票数のカッコ内はそれぞれ県，ナショナルリストによる獲得議席数。UNP（United National Party，
統一国民党），UPFA（United People's Freedom Alliance，統一人民自由連合），TNA（Tamill National Alliance，タ
ミル国民連盟），JVP（Janatha Vimukuthi Peramuna，人民解放戦線），SLMC（Sri Lanka Muslim Congress，スリラ



















　政権運営をめぐる UNP と UPFA の対立は，たとえば国会議員総選挙の時期に





UNP 議員およびシリセーナとともに2014年11月に UPFA を離脱した議員で構成
され，閣僚，国務大臣，副大臣を合わせても45人と前政権と比べてコンパクトに
なった。しかし，後述するように政権は UPFA 所属議員を取り込み与党の地位を

















れた。 4 月 9 日の国会議長の報告によれば，最高裁は，改正案は合憲であるがい



















5 年に短縮，大統領の 3 選禁止復活，大統領の国会解散権について「国会招集後






議員 7 人と評議員 3 人で構成）によって選定されることなどである。
選挙制度改革
　選挙制度をめぐっても UNP と UPFA が対立した。現状では全体で225議席（選
挙区196議席と全国比例区29議席）を，UNP 提案は全体の議席数はそのままで選
挙区125議席，比例区100議席とするものであった。一方で UPFA や少数政党は
255議席への増員を主張しており， 6 月 4 日に首相への不信任動議を議長に手交









UNP の意向に沿った結果であり，大統領が UPFA と UNP の間に挟まれて揺れて
いることを示している。
国会議員総選挙―ラージャパクサ勢力の盛り返し
　 2 月18日コロンボ郊外ヌゲゴダで UPFA を構成する政党が，ラージャパクサの
復活を求める集会を行った。これには主催者発表によれば50万人が参加した。そ












　ラージャパクサは 7 月 1 日ハンバントタ県メダムラナの自宅で，国民の期待に
応えて，党と国のために総選挙に出馬すると表明した。このときも多くの UPFA
議員が駆けつけた。この時点ではどの政党から立候補するかは発表されなかった。
　ラージャパクサは 7 月 8 日に，クルネーガラ選挙区から UPFA 公認候補として
出馬する署名を行ったが，これは大統領がラージャパクサの出馬の要件として事
前に提示したハンバントタ県からの出馬とは食い違っていた。
　しかし結局，大統領はラージャパクサの UPFA 公認を承認した。このことは 1
月の大統領選挙に協力した人々を失望させた。シンハラ民族の遺産党（JHU）の
チャンピカ・ラナヴァカは， 7 月 5 日，UPFA を離脱する意向を表明した。




























　 8 月 5 日，SLFP 顧問であるクマーラトゥンガ元大統領は沈黙を破って特別声
明を発出し， 1 月の大統領選挙の勝利を静かな革命と呼び，その勝利を守るべく
国のためにビジョンと決意を持った候補者に投票するよう呼び掛けた。これも 7
月14 日の大統領演説と同様，実質的に UPFA への投票を控えるよう要請したも
のであった。　
　さらに 8 月13日，大統領は SLFP 党首としてラージャパクサに書簡を送り，仮























　 8 月17日の投票率は79.8％と 1 月の大統領選挙と比べると若干落ちたものの，
有権者の関心は高かった。UNP が509万8000票，UPFA は473万2000票と UNP が
36万6000票差で勝利した。議席数では UNP が60議席から106議席に増え，UPFA
は144議席から95議席へと大きく減らした。TNA は16議席，人民解放戦線（JVP）





　 8 月20日，シリセーナの公邸で開催された SLFP 中央委員会で，UNP 率いる
UNFGG と国家統一内閣を樹立することに合意した。翌日に行われたラニル首相






















































　国際収支が堅調だったことから，中央銀行は 9 月 4 日に為替変動幅を拡大した
ところ，それまで対ドルのルピー相場は前年比 2 ％減に止まっていたのが，一気
















　 7 月にセンサス・統計局は GDP の基準年を2002年から2010年に変更した。同






































































































































































3 月 2 日 ▼サマラウィーラ外相，ジュネーブ
の人権理事会に出席。
3 日 ▼大統領，ジャフナ訪問。
5 日 ▼政府，PCP 工事の一時停止を決定。





























































28日 ▼ 第₁₉次憲法改正，₂₁₂賛成， ₁反対
で通過。

































18日 ▼閣議で PCP 再開を審議。
▼サマラウィーラ外相，日本訪問。中国依
存の外交からバランス外交への転換を宣言。
20日 ▼ SLFP の ₆人委員会，全会一致で
ラージャパクサを党の首相候補に立候補させ
ると決定。








7 月 1 日 ▼ラージャパクサ，出馬表明。




















31日 ▼ コロンボ ･コタヘーナで銃撃。ラ
ヴィ・カルナナヤケ財務大臣支持者 ₂人死亡。












14日 ▼ 大統領，SLFP と UPFA の幹事長の
党員資格を停止。
17日 ▼総選挙投票。































10月 1 日 ▼国連人権理事会でスリランカ決議，
無投票で承認。













11月 1 日 ▼大統領，タイ訪問。
8 日 ▼「社会正義のための国民運動」の
ソービタ師死去。











































仏教  Wijayadasa Rajapaksha
国防 　Maithripala Sirisena
災害管理 Anura Priyadarshana Yapa
教育 Akila Viraj Kariyawasam
財務 　 Ravi Karunanayake
漁業 ･水産資源 Mahinda Amaraweera
外務 Mangala Samaraweera
海外雇用  　Thalatha Atukorala
保健・栄養・伝統医療  Rajitha Senaratne
内務 　 Vajira Abeywardena
住宅 ･建設 Sajith Premadasa
産業 ･商業 Rishad Badhiudeen
法務  Wijayadasa Rajapaksha
労働 ･労働組合 W.D.J. Seneviratne
土地 M.K.A.D.S. Gunawardana


















技術・技術教育 ･雇用 Susil Premajayantha
通信 ･デジタルインフラ Harin Fernando




都市開発 ･水道 Rauff Hakeem




灌漑 Vijith Vijayamuni Soysa
メガポリス ･西部開発














財務 Laxman Yapa Abeywardena
漁業 ･水産資源 Dilip Weddearahchi
産業 ･商業 Champika Premadasa








技能開発・職業訓練 Palitha Range Bandara
高等教育・幹線道路
 Mohan Lal Grero,  Dillan Perera
都市開発 ･水道 Sudarshini Fernandopulle
女性 ･子供 Vijayakala Maheswaran
開発戦略・国際貿易
















 Karunarathna Paranawithna 
石油 ･ガス Anoma Gamage
プランテーション産業
 Lakshaman Wasantha Perera
港湾 Nishantha Muthuhettigama
郵政・イスラーム問題 Dulip Wijesekara
電力・再生可能エネルギー Ajith P. Perera
行政 Susantha Punchinilame
















2009 2010 2011 2012 2013 2014 20151）
人 口（100万人） 20.5 20.6 20.8 20.4 20.5 20.7 20.9
労 働 力 人 口（100万人） 8.12） 8.12） 8.5 8.5 8.8 8.8 8.9
消 費 者 物 価 上 昇 率（％）3） － 6.2 6.7 7.6 6.9 3.3 0.9
失 業 率（％） 5.8 4.9 4.2 4.0 4.4 4.3 4.6
為替レート（ 1ドル＝ルピー，年平均） 114.94 113.06 110.52 127.59 129.11 130.59 135.9
　（注）　 1）暫定値。 2）北部州は含まない。 3）2011年 6 月より基準年が2006/07に変更になり，12カ月
の移動平均は2010年以降のみ発表。
　（出所）　Central Bank of Sri Lanka, Annual Report，各年版。
　 2　支出別国民総生産（名目価格） （単位：100万ルピー）
2011 2012 2013 20141） 20152）
民 間 消 費 支 出 5,144,879 5,691,714 6,483,669 7,074,658 7,666,365
政 府 消 費 支 出 617,918 665,831 745,684 869,138 985,815
総 資 本 形 成 2,408,573 3,410,511 3,189,326 3,341,174 3,361,546
財 / サ ー ビ ス 輸 出 1,508,565 1,730,467 1,949,158 2,185,039 2,295,423
財 / サ ー ビ ス 輸 入 2,460,830 2,766,060 2,775,711 3,021,530 3,125,930




2011 2012 2013 20141） 20152）
農 業 ･ 漁 業 ･ 林 業 569,954 592,443 611,676 641,493 676,899
鉱 工 業 1,442,149 1,520,844 1,565,642 1,604,056 1,674,224
う ち 製 造 業 1,198,135 1,235,988 1,263,921 1,292,994 1,354,083
建 設 業 424,798 514,757 553,438 590,111 584,999
卸売・小売，運輸・倉庫，ホテル・飲食業 1,643,379 1,792,678 1,840,272 1,914,236 2,002,655
情 報 ・ 通 信 33,813 36,674 39,510 44,102 49,613
金 融 ・ 保 険 382,274 433,714 456,863 500,948 575,071
不 動 産 328,076 369,719 417,024 444,142 486,686
専 門 ・ 技 術 ・ 事 務 127,358 155,741 161,963 166,489 154,698
行 政 ・ 国 防 ・ 教 育 659,260 726,619 686,499 723,943 746,852
そ の 他（自営を除く） 642,995 730,316 803,514 840,946 865,698
租 税 737,357 748,362 744,923 791,696 846,202
補 助 金 38,693 33,351 35,121 33,174 40,770
国 内 総 生 産（GDP） 6,952,720 7,588,517 7,846,202 8,228,986 8,622,825
実 質 Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 8.4 9.1 3.4 4.9 4.8
（注）　 1）改定値。 2）暫定値。





2011 2012 2013 2014 20151）
輸 出 10,559 9,773 10,394 11,130 10,506
農 業 2,528 2,332 2,581 2,794 2,482
工 業 7,992 7,371 7,749 8,262 7,976
鉱 業 33 61 64 74 48
輸 入 20,269 19,190 18,000 19,417 18,935
消 費 財 3,654 2,995 3,183 3,853 4,714
中 間 財 12,275 11,578 10,554 11,398 9,638
投 資 財 4,286 4,590 4,253 4,152 4,567
貿 易 収 支 -9,710 -9,417 -7,609 -8,299 -8,429
（注）　 1）暫定値。
（出所）　Central Bank of Sri Lanka, “Press Release（2016年 3 月 4 日）”。
　 5　国際収支 （単位：100万ドル）
2012 2013 20141） 20152）
経 常 収 支 -3,982 -2,541 -1,988 -2,009
貿 易 収 支 -9,417 -7,609 -8,287 -8,430
輸 出 9,774 10,394 11,130 10,505
輸 入 19,190 18,003 19,405 18,935
サ ー ビ ス 収 支 1,262 1,180 1,880 2,325
第 一 次 所 得 収 支 -1,219 -1,751 -1,808 -2,097
第 二 次 所 得 収 支 5,392 5,639 6,227 6,193
金 融 収 支 4,263 3,064 1,536 1,036
直 接 投 資 877 868 827 196
証 券 投 資 2,126 2,068 2,065 1,437
金 融 派 生 商 品 … … … …
そ の 他 投 資 2,021 1,239 192 164
外 貨 準 備 760 1,112 1,548 760
誤 差 脱 漏 -412 -594 393 -308
総 合 収 支 281 523 -452 -973
（注）　 1） 改定値。 2）暫定値。
（出所）　Central Bank of Sri Lanka, Annual Report 2015, Table 82.
